
平戸の防災力向上には、
あなたの力が必要です！

大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

古
紙
配
合
の
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

女
性
消
防
団
員
を
募
集
し

ま
す

　　　
平
戸
市
女
性
消
防
団
は
、
平
成

19
年
10
月
１
日
に
結
成
さ
れ
、
現

在
15
人
の
女
性
消
防
団
員
が
所
属

し
て
い
ま
す
。　

　
活
動
内
容
は
、
街
頭
パ
レ
ー
ド

や一
般
家
庭
の
防
火
診
断
、
救
命

講
習
指
導
、
消
防
関
係
イ
ベ
ン
ト

時
の
補
助（
出
初
式
、
消
防
フ
ェ
ス

タ
、
初
期
消
火
操
法
大
会
な
ど
）

で
す
。
災
害
活
動
時
に
は
、
原
則

と
し
て
現
場
に
は
出
場
せ
ず
、
主

に
広
報
活
動
に
参
加
し
ま
す
。
ま

た
、
非
常
勤
の
公
務
員
と
し
て
活

動
し
、
訓
練
時
の
手
当
て
報
酬
、

退
職
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
地
域
の
た
め
に
、
女
性
消
防
団

員
と
し
て
活
動
し
て
く
れ
る
人
を

募
集
し
ま
す
。

※

入
団
後
、
新
入
団
員
訓
練
を
受

　
講
し
ま
す
。

◎
問　
消
防
本
部
総
務
課

　
　
　
（
☎
22‐

３
１
６
７
）

○申込先
　▼郵送
　　〒850-8570長崎市尾上町３番１号「長崎県危機
　　管理課」行き
　▼ＦＡＸ　095-821-9202
　▼Ｅメール　s27100@pref.nagasaki.lg.jp
○申込締切日　９月７日（金）必着
○受講料　無料
　※防災士資格取得を希望される人は、別途受験料
　　3,000円、認証料5,000円が必要です。
防災士資格取得にかかる費用の一部を補助します　
　資格取得後に、平戸市から8,000円を上限として
補助金を交付しますので、総務課危機管理班までお問
い合わせください。
◎お問い合わせ先
　（申し込みに関すること）長崎県危機管理課
　☎095-895-2142
　（補助金に関すること）総務課危機管理班
　☎内線2314

　防災に関する実践的知識と技術を有し、地域におけ
る防災活動などの中心的な役割を担う人材を育成する
ため、自主防災組織のリーダーなどを養成する講座を
開講します。
○対象者　
　自主防災組織のリーダー、防災ボランティア、民間
　企業の防災責任者など、地域・職場の防災の担い手
　やそれを目指す人で、長崎県内在住または在勤の人
○定　員　100人（先着順）
○と　き　
　10月13日（土）、14日（日）、20日（土）計３日間
○ところ　
　吾妻ふるさと会館　多目的ホール
　（雲仙市吾妻町牛口名537-1）
○申込方法　
　所定の「参加申込書」に必要事項を記入のうえ、郵
　送、ファックスまたはＥメールで提出
　※参加申込書は、長崎県総合防災ポータルのホーム
　　ページにも掲載しています。

８
８

お知らせ版
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［
編
集
・
発
行
］ 平
戸
市
人
事
課
　
〒
859-5192 長

崎
県
平
戸
市
岩
の
上
町
1508番

地
3

■
TEL／

0950-22-4111（
代
）  FA

X／
0950-22-5178　

■
U
RL http://w

w
w
.city.hirado.nagasaki.jp/ ■

E-m
ail  kouhou@

city.hirado.lg.jp
■
印
刷
／
有
限
会
社
ケ
ン
ホ
ク
プ
リ
ン
ト

８

長崎県防災推進員（自主防災リーダー）養成講座を開講します

☎内線2２７４お問い合わせ

９月１日（土）～ 11月30日（金）

「平戸藩の秋めぐり」推進本部（平戸市役所観光課内）　

～ 光と音が織りなす幻想祭 ～

９月１日（土）～１０月３１日（水）

平戸城再築城300周年記念事業

平戸城本丸のプロジェクションマッピングを始め、シル

ク・ドゥ・ソレイユ出演パフォーマーを起用した特別演

出ショーなど、映像と光と音、パフォーマンスが融合する、

平戸ならではの「体感型・デジタルアート」の夜間イベ

ントを行います。

詳しくは、下記特設サイトをご覧ください。

午後６時30分～午後９時30分

平戸城・亀岡公園一帯会場

「平戸藩とキリスト教」

９月１日（土）～１０月３１日（水）

長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産
世界遺産登録記念企画展

布教・弾圧・潜伏・復活という潜伏キリシタンの
歴史において、禁教下で実行された宗教弾圧の実
相が浮かびあがる企画展です。

午前８時30分～午後５時30分
平戸オランダ商館会場

「松浦の城」
平戸城再築城300年記念企画展

なぜ平戸城は再築できたのか。平戸城再築が許可
された背景を探り、再築城までの謎を解き明かす
企画展です。

松浦史料博物館会場

９月は平戸が誇る３大観光施設が熱い！

９月１日（土）～１０月３１日（水）
午前８時30分～午後５時30分

平戸、海のものがたり 検 索

募
　
集



Hirado  Informa�onHirado  Informa�on

青野　玄 氏
あおの　　  たかし私立ラ・サール高校、横浜国立大学卒業後、㈱エ

スエルディーを設立。船上ライブやイベントを企画し、
首都圏を中心に約70店舗のカフェを展開。その他
商業空間や店舗のプロデュースも行う。2015年に
東京証券取引所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）に上場す
る。2018年、同社代表取締役を退任し、現在は
(株)クオリティー・オブ・ローカルライフジャパン代
表取締役社長に就任し、地方創生などにも力を入
れている。

講師 Ｐｒｏｆｉｌｅ

お詫びと訂正
Ｐ28　8月のイベントカレンダー
■第6回軽トラ朝市（津吉地区）
　【誤】　8月18日（日）７：00～
　　　　　　　　↓
　【正】　8月11日（日）７：00～
■26日　ひらど軽トラ市
　【誤】　14：00～
　　　　　　　　↓
　【正】　９：00～12：30

■中部出張所　☎28-1111　■南部出張所　☎27-0004　■舘浦出張所　☎53-1501　■度島連絡所　☎25-2834
■平戸市役所　☎22-4111　■生月支所　☎53-2111　■田平支所　☎57-1111　■大島支所　☎55-2511

Please 
Check 「募集」「お知らせ」などの重要な「情報」が満載

15日号も見落とさないで、要チェック！

見逃せない情報がココに

広報ひらど 平成30年８月15日号 2Hirado City Public Relations,2018.８.153

　
　
上
限
に
助
成

　
▼
耐
震
改
修
工
事　
60
万
円
を

　
　
上
限
に
助
成

○
申
込
期
限　
12
月
26
日（
水
）

◎
問　
都
市
計
画
課
建
築
営
繕
班

　
　
　
（
☎
内
線
２
２
９
６
）

　
　

　　
独
身
者
を
対
象
と
し
た
、
出
会

い
の
場
と
し
て
、
婚
活
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
す
。

　
人
気
の
平
戸
瀬
戸
ク
ル
ー
ジ
ン

グ
で
、
い
つ
も
と
違
う
平
戸
の
景

色
を
満
喫
。
非
日
常
の
空
間
を
楽

し
ん
だ
後
は
、
ラ
ン
チ
や
テ
ィ
ー
タ

イ
ム
で
会
話
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　
さ
ら
に
、
自
分
に
ど
の
よ
う
な

タ
イ
プ
の
人
が
合
う
の
か
も
わ
か

る「
恋
愛
力
テ
ス
ト
」付
き
で
す
。

○
と　
き　
９
月
９
日（
日
）

○
参
加
対
象
者　
独
身
者
で
次
に

　
掲
げ
る
人

　
▼
男
性
27
歳
以
上
44
歳
以
下

　
▼
女
性
24
歳
以
上
39
歳
以
下

　

※

男
性
は
市
内
在
住
者
に
限
り

　
　
ま
す

○
定　
員　
男
女
各
20
人
程
度

○
参
加
費　
　

　
図
書
館
の
利
用
促
進
と
調
べ
る

学
習
の
推
進
を
目
的
と
し
た「
図

書
館
を
使
っ
た
調
べ
る
学
習
コ
ン

ク
ー
ル
」を
実
施
し
ま
す
。
日
ご

ろ
疑
問
に
思
って
い
る
こ
と
を
、
図

書
館
を
使
っ
て
調
べ
て
み
ま
せ
ん
か
。

詳
し
く
は
、
図
書
館
へ
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

○
募
集
対
象　
平
戸
市
在
住
者

　
（
小
学
生
以
上
）

○
募
集
作
品
・
テ
ー
マ　
公
共

　
図
書
館
・
学
校
図
書
館
を
使
っ

　
て
調
べ
、
ま
と
め
た
作
品
で
、

　
テ
ー
マ
は
自
由
で
す
。

○
応
募
数　
１
人
１
作
品（
未
発

　
表
作
品
に
限
る
）

○
募
集
期
間　
９
月
１
日（
土
）〜

　
30
日（
日
）※

必
着

○
審
査　
小
・
中
・
高
校
生
の

　
部
、
子
ど
も
と
大
人
の
部
、
大

　
人
の
部
で
審
査
を
行
い
、
各
部

　
門
ご
と
に
入
賞
作
品
を
選
定
し

　
賞
状
贈
呈
。
上
位
作
品
の
う
ち

　
２
作
品
程
度
を
全
国
審
査
会
へ

　
推
薦
し
ま
す
。

募　

集

長
崎
県
環
境
審
議
会
委
員

を
公
募
し
ま
す

◎
問　
平
戸
市
立
図
書
館　

　
　
　
（
☎
22‐

４
０
１
７
）

　　
県
の
環
境
保
全
に
関
す
る
基
本

的
事
項
お
よ
び
重
要
事
項
な
ど
に

つ
い
て
調
査
審
議
す
る
環
境
審
議

会
委
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
応

募
を
希
望
す
る
人
は
、
必
要
書
類

を
添
え
て
県
担
当
係
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

○
応
募
資
格　
地
域
に
お
け
る
環

　
境
保
全
活
動
な
ど
、
環
境
保

　
全
に
関
す
る
何
ら
か
の
活
動
歴

　
を
有
し
、
環
境
保
全
活
動
に
取

　
り
組
む
意
欲
と
環
境
行
政
に
つ

　
い
て
の
広
い
関
心
を
お
持
ち
の

　
人

○
募
集
人
数　
５
人
程
度

○
委
員
の
任
期　
11
月
１
日（
木
）

　
〜
平
成
32
年
10
月
31
日（
土
）

○
申
込
方
法　
指
定
の
申
込
書
お

　
よ
び
小
論
文
を
郵
送
提
出

○
申
込
期
限　
８
月
31
日（
金
）

　

※

必
着

○
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ　

　
長
崎
県
環
境
部
環
境
政
策
課

　
企
画
班「
環
境
審
議
会
委
員
公

　
募
係
」

　
☎
０
９
５-

８
９
５-

２
３
５
４

◎
問　
市
民
課
生
活
環
境
班

　
　
　
（
☎
内
線
２
５
２
８
）

　　　
市
で
は
、
地
震
発
生
時
に
木
造

住
宅
の
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る

た
め
に
行
う
、
耐
震
診
断
な
ど
の

一部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　
診
断
の
結
果
、
基
準
に
適
合
し

て
い
な
い
住
宅
を
、
耐
震
改
修
す

る
場
合
に
は
、
そ
の
費
用
の一部
に

つ
い
て
も
助
成
し
ま
す
。

○
対
象
住
宅　
次
の
条
件
を
全
て

　
満
た
す
こ
と

　
①
昭
和
56
年
５
月
31
日
の
建
築

　
　
基
準
法
改
正
以
前
に
着
工
さ

　
　
れ
た
住
宅

　
②
申
請
者
本
人
が
所
有
し
、
居

　
　
住
す
る
住
宅

　
③
木
造
住
宅
で
３
階
建
て
以
下

　
　
の
住
宅

○
助
成
の
種
類
と
助
成
額

　
▼
耐
震
診
断　
３
万
８
０
０
円

　
　
を
助
成

　
▼
耐
震
改
修
計
画　
７
万
円
を

耐
震
・
安
心
住
ま
い
づ
く

り
支
援
事
業
の
募
集
に
つ

い
て

図
書
館
を
使
っ
た
調
べ
る

学
習
コ
ン
ク
ー
ル

お
知
ら
せ

就
学
義
務
猶
予
免
除
者
等

の
中
学
校
卒
業
程
度
認
定

試
験
を
実
施
し
ま
す

発
生
し
た「
平
成
30
年
７
月
豪

雨
」に
よ
り
、
広
島
県
や
岡
山
県
、

愛
媛
県
を
は
じ
め
、
各
地
に
甚
大

な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
本
市
で
は
、
被
災
し
た
人
た
ち

を
支
援
す
る
た
め
、
義
援
金
箱
を

設
置
し
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

○
設
置
場
所　
本
庁
、
各
支
所
・

　
出
張
所

○
受
付
期
限　
12
月
17
日（
月
）

※

募
金
し
た
義
援
金
は
、
日
本
赤

　
十
字
社
を
通
し
て
、
全
額
被
災

　
地
に
寄
附
さ
れ
ま
す
。

◎
問　
福
祉
課
総
務
班

　
　
　
（
☎
内
線
２
５
５
３
）

　
標
記
の
大
会
の
開
催
に
伴
い
、

次
の
と
お
り
、
記
念
講
演
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

　
申
し
込
み
は
不
要
で
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
平

戸
商
工
会
議
所
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

○
と　
き　
９
月
２
日（
日
）午

（
婚
活
）に
つ
い
て
相
談
し
た
い
」と

い
う
家
族
か
ら
の
相
談
も
受
付
し

て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

○
と　
き　
８
月
26
日(

日)

午

　
前
11
時
〜
午
後
６
時

○
と
こ
ろ　
未
来
創
造
館
２
階

　
会
議
室
Ｂ

○
対
象
者　
市
内
に
在
住
の
20
歳

　
以
上
の
独
身
男
女
、
ま
た
は
そ

　
の
家
族（
親
子
で
の
参
加
も
可
）

○
受
付
窓
口　
婚
活
サ
ポ
ー
ト
シ

　
ン
パ
シ
ー

　
☎
０
１
２
０-

１
７
６-

１
７
６

○
申
込
先　
右
記
の
受
付
窓
口
に

　
電
話
に
て
事
前
に
お
申
し
込
み

　
く
だ
さ
い
。

○
相
談
料　
無
料

◎
問　
地
域
協
働
課
定
住
推
進
班

　
　
　
（
内
線
２
３
５
４
）

　　

　
中
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
が

あ
る
か
ど
う
か
を
認
定
す
る
た

め
に
国
が
行
う
試
験
で
す
。
合

格
し
た
人
に
は
、
高
等
学
校
の

入
学
資
格
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

○
と　
き　

10
月
25
日（
木
）午

　
前
10
時
〜
午
後
３
時
40
分

○
と
こ
ろ　
長
崎
県
庁

○
申
込
期
限　
９
月
７
日（
金
）

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
学
校
教

育
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◎
問　
学
校
教
育
課
指
導
班

　
　
　
（
☎
内
線
５
０
２
７
）　

　　
平
戸
市
で
は
、
市
内
独
身
者
を

対
象
と
し
た
定
期
的
な
個
別
の
婚

活
相
談
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
「
婚
活
っ
て
、
気
に
な
る
け
ど
、

何
を
し
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
」

「
婚
活
中
だ
け
ど
、
な
か
な
か
上

手
く
い
か
な
い
」と
い
う
市
内
在

住
の
独
身
者
や「
子
ど
も
の
結
婚

　
後
３
時

○
と
こ
ろ 

平
戸
文
化
セ
ン
タ
ー  

　
大
ホ
ー
ル

○
テ
ー
マ　
「
今
、
全
経
営
者
が

　
持
つべ
き
覚
悟
と
は
」

○
お
問
い
合
わ
せ　
平
戸
商
工

　
会
議
所

　
☎
22-

３
１
３
１

◎
問　
商
工
物
産
課
商
工
新
産

　
業
班

　
（
☎
内
線
２
２
１
３
）

　
▼
男
性　
４
，
２
０
０
円

　
▼
女
性　
２
千
円

○
申
込
期
限　
９
月
３
日（
月
）

※

詳
細
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
・

　
申
し
込
み
に
つ
い
て
は
、
市
の

　
委
託
業
者
、
シ
ン
パ
シ
ー
ま
で

　
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ　
婚
活
サ
ポ
ー

　
ト
シ
ン
パ
シ
ー

　
☎
０
１
２
０-

１
７
６-

１
７
６

◎
問　
地
域
協
働
課
定
住
推
進
班

　
　
　
（
☎
内
線
２
３
５
４
）

　　　　　
７
月
６
日
に
西
日
本
を
中
心
に

婚
活
イ
ベ
ン
ト「
平
戸
Ｄ
Ｅ
ク

ル
ー
ズ
婚
」の
参
加
者
募
集

個
別
婚
活
相
談
会
を
開
催

し
ま
す

長
崎
県
商
工
会
議
所
青
年

部
連
合
会
第
24
回
会
員
大

会
平
戸
大
会
記
念
講
演

平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
義

援
金
を
設
置
し
て
い
ま
す


